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	     アジサイの葉による食中毒
６月に茨城県の飲食店において、アジサイの葉による食中毒が発生しました。国内初の事例と思われますので、その概要を事件票に整理しましたのでお知らせします。
アジサイの葉による植物性自然毒食中毒

１　概要
　　平成２０年６月茨城県つくば市の飲食店において、料理に添えられた「アジサイの葉」を食べた８名が吐き気、嘔吐、めまいなどの食中毒症状を呈した。病因物質は「アジサイの葉」に含まれる植物性自然毒の青酸配糖体で、飲食店は有毒であることを知らずに、季節感を出すため料理に添えていた。

２　発生年月　　　　平成２０年６月

３　発生場所　　　　茨城県つくば市

４　原因施設　　　　茨城県つくば市　飲食店営業
５　原因食品　　　　「鳥肉梅しそ和え」に添えられた「アジサイの葉」
６　病因物質　　　　植物性自然毒（青酸配糖体）

７　摂食者数　　　　１９名

８　発症者数    　　８名　
９  発生の要因等
　１）コース料理で、１グループ１９名のうち、１０名が「鳥肉梅しそ和え」に添えられたアジサイの葉を食べた。

２）１０名のうち、８名が食事を始めて約３０分後に嘔吐、吐き気、めまいなどの症状を呈した。なお、２名は苦いので飲み込まなかった。

　３）病因物質はアジサイの葉（つぼみ、根にも）に含まれる植物性自然毒の青酸配糖体で、バラ科のうめ、あんず、桃などの未熟な果実にも含まれる。

　４）アジサイなどの植物には、青酸配糖体と青酸配糖体加水酵素が別々の細胞に含まれでおり、咀嚼や胃内での消化によって両者が接触すると青酸配糖体が加水分解され、青酸（シアン）が遊離（生成）される。

５）同店は創作料理店で、料理に季節感を出すために、庭から採ったアジサイの若葉を添えた。毒性があるとは認識していなかった。

　　＊　「アジサイの葉」による食中毒としては国内初めての事例と思われます。

参考文献　茨城県保健福祉部：平成２０年６月２２日プレスリリース
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植物性自然毒による事故として、「きのこ類」を除いた場合、バイケイソウ、チョウセンアサガオ、トリカブト、スイセンの誤食が主です。今回の「アジサイの葉」による食中毒として扱われた事故例は、国内初めてと思われます。季節感を出すものとして料理に添えられるものは、よほどでない限り（たとえば松ぼっくり）客は食べても良い（安全な）ものとして食べることがあるので、提供者は十分に安全を確認してから提供する必要があります。（笈川）　　　　　　　　   　
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